
里山里海湖
さ と や ま さ と う み

リーダーズカレッジ 2014 
（人と生きものが共生する里山里海湖講座 第 14回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

「里山の保全再生の現場から」 
（過疎の村を薬草で地域おこし） 

 

岐阜県南西部、古来薬草の山として有名な伊吹山の麓、標高600メートルの岐阜県揖斐郡揖斐川町春日（旧春日村）で活

動している「山菜の里いび」は、過疎・高齢化により耕作放棄地となった150アールの田畑を借り受け、鳥獣被害をうけにくいヨモ

ギ、イブキジャコウソウなどの山野草、山菜をはじめ、米、野菜などを栽培しています。 

大学、行政、市民ボランティアを巻き込んだ地道な活動の結果、ヨモギは、取扱業者から香り・色とも最高の評価を得るよう

になり、収穫物は早々に完売するまでとなっています。 

このようなヨモギや山野草の品質の高さを生かしてコスメティック商品や香りのよいヨモギの乾麺を開発・販売することで農業

経営を改善して地元雇用を増やし「山菜の里」としての認知を広め、地域活性につなげることを目指しています。 

日 時  平成 26年10月 20日（月）18:30～20:00 
場 所  AOSSA（アオッサ）６階 福井市地域交流プラザ研修室〔福井市手寄 1丁目 4〕 

講  師  ＮＰＯ法人山菜の里いび〔岐阜県〕 理事長 小寺 春樹 氏 

講師等紹介 

昭和23年岐阜県揖斐川町春日（旧春日村）に生まれる。平成18年に精密機械部品メーカーを退職後、農業を始める。その

翌年の平成19年に「山菜の里いび」を設立、その後平成21年に同団体をＮＰＯ法人化する。 

平成25年には、ＮＰＯ法人として全国初の「六次産業化・地産池消法」に基づく事業計画の認定を農林水産省から受け、地

域の業者と連携しての商品づくりに取り組んでいる。 

また、山菜アドバイザー、グリーンツーリズムインストラクター、エコツーリズムインストラクター、岐阜県里山インストラクターと、

多くの里山関連の資格等を有す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

受講申込書≪FAX：0770-45-3680≫ 
（ふりがな） 

氏   名 

（           ） 

（男・女） 

高校生 ・ 学生（学校名                ） ・ 一般 

〇をつけてください。  

住   所 〒 

電 話 番 号  電子メールアドレス  

 

■主 催：福井県里山里海湖研究所 

連 携：福井県大学連携リーグ、福井県自然保護センター、福井県海浜自然センター 

対 象：一般県民   受講料：無料   定員：７０名 
■申込み方法・問合せ先 
申込書に記入の上、ファックス又はメールをしてください。はがきに記入の上送付いただいても

結構です。 
・申込先  〒919-1331 三方上中郡若狭町鳥浜 122-31-1  福井県里山里海湖研究所 

         ℡:0770-45-3580 Fax:0770-45-3680 E-Mail:satoyama@pref.fukui.lg.jp 
■受講上の注意 
・当日は、受付で出席確認を受けてください。 
・環境への配慮からできるだけ公共交通機関をご利用ください。なお、福井駅西口駐車場の 
駐車券をお持ちいただいた方には、１時間無料券をお渡しします。 


